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B 当短大 2年課程 2年生
C 当短大 3年課程 2年生
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％にと どま っているのに対して ，当短大学生の場合， B ・Cグループで40％を占め，Dグルー
プになると ，67.2％の学生が体温計破損の体験があるとしている。 これは， 当院における実習
日数とも関係があるので，当短大学生のB・Cグループと ，Dグループを比較した場合， 3年













次に，体温計破損の理由をみると ，学生の場合は47.8％が，ナース ・ステー ションで準備ま
たは後始末中とし， 41.1％が，患者に体温計を受け渡し中としている。また，その他11％の内
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表 2 破損理 由
〔学生〕
学校 ・ 学年種別 A B C D 合計





4 (100) 11(367) 20 (46.5) 43 (47.8) 
13 (43.3) 20(465) 37 (41 1) 
その他 l (7. 7) 6 (20 0) 3 (7. 0) 10 (111) 
〔患者〕
年 令 別 29才以下 30-39オ 40~49オ 50~59オ 60~69オ 70オ以上 合 計
合 計 l 
゜
6 11 8 3 29(100) 
看護婦から受け取る時落した 0( 0) 
わきにはさむ時又は外す時落した 1 2 1 4(13 8) 
体湿計をはさんだまま眠った 1 l 1 l 4(13 8) 
サイ ドテーブル等に置き忘れた 1 3 1 5(17.2) 
わきにはさんだのを忘れて動いた 4 5 3 12(41.4) 
そ の 他 l l 2(6 9)
回答なし l 1 2(6  9)
注 ：1) 2項目に0印を付したものについては，それぞれの項目に算入した（以下同じ）。
2) 患者の調査数が少ないので，一部彩の掲示を省略した（以下同じ）。
容をみると，水銀を振り下げる時 2名，ポケッ トに入れていて 2名，体温測定中であることを











ていないが ，実際には多忙なために， 30分以上 も放置することが， しばしば見られ，その間，




体温計を破損 した場合， 60.5％の学生が，ガラス片 ・水銀共に所定の容器に入れ， 23.2％の










13 (100) 4 (100) 
12 (92 3) 3 (75 0) 
ガラス片はゴミ箱，水銀は所定の容器に入れた 1 (7. 7) 
ガラス片は拾ったが水銀は放置した






30 (100) 39 (100) 86 (100) 
12 (40.0) 25 (64.l) 52 (60.5) 
3 (10 0) 3 (7. 7) 6 (7  0) 
3 (10.0) 2 (5.1) 6 (7 0) 
2 (5  1) 2 (2  3) 
12 (40.0) 7 (18 0) 20 (23.2) 
年 令 別 29才以下 30~39オ 40~49オ 50~59オ 60~69オ 70才以上 合計
合 計 l 
゜
5 11 8 2 27(100) 
自分でガラス・水銀を集めて処理した 1 2 6 4 13(48.1) 
看護婦又は看護助手に依頼した 3 5 3 2 13(48 1) 
そ の 他
゜回答なし l 1 (3.7) 
90.7％の学生は，適切な処理をしているといえる。しかし，少数ではあるが，放罹した 2.3%, 















学校 ・学年種別 A B C D 合 計
合 計 47 (100) 10(100) 76(100) 61(100) 194(100) 
危険だから厳に慎しむよう注意している 45 (95.8) 10(100) 61(80.3) 48(78 7) 164 (84.5) 
注意はしているが， 未だ学生だから止むをえない 3 (4  O) 5(8 2) 8 (4. 1) 
水銀については少試なので考えたことがない 2(2.6) 3(4.9) 5 (2.6) 
婦長 ・主任に報告するのが嫌で注意している 1 (2 1) 7(9. 2) 4(6 6) 12 (6  2) 
そ の 他 1 (2 1) 1 (1 3) 1(1.6) 3 (l  6) 









学校 ・ 学年種別 A B C D 合 計
体 合
計 45(100) 10(100) 75 (100) 58(100) 188 (100) 
温 必ず指導する 2 1 2 5 (2. 7) 
塁 入院後初回だけ 2 1 3 6 12(6.4) 
指導している 不安のある患者だけ
25 4 49 33 
87 (46 3) 
lll 






(56 9) (59 0) 
法
l 
そ の 他 4 2 6 (3.2) 
等
＇ 
の 記 入 な し 1 1 (0 5) 
指 指導してい な い 19 (42 2) 6 (60 0) 26 (34. 7) 25 (43 1) 76 (40.4) 
導
回 答 な し 1 (2 2) l (0.6) 
合 計 25 (100) 4 (100) 49 (100) 33 (100) 111 (100) 
正しい挿入の方法 22 (88.0) 4 (100.0) 31 (63 3) 21 (63 6) 78 (70.3) 
指 測定時間 18 (72.0) 4 (100 0) 37 (75 5) 21 (63 6) 80 (72.1) 
導 発汗時は腋窓の汗を拭く 14 (56 0) 4 (100.0) 24 (49 0) 18 (54.5) 60 (54.1) 
測定中は腕を動かさない 8 (32 0) 20 (40 8) 6 (18 2) 34 (30.6) 
の
測定途中で体温計の目盛をみない 3 (12.0) 1 (25 0) 3 (6 1) 1 (3  0) 8 (7  2) 
内 運動・入浴直後はさける 12 (48 O) 2 (50.0) 9 (18.4) 4 (12.1) 27 (24.3) 
容
測定中は臥床する 4 (16 0) 2 (50.0) 13 (26 5) 7 (21.2) 26 (23 4) 
測定終了後の体温計の取り扱い 13 (52. 0) 3 (7 5 0) 15 (30.6) 18 (54.5) 49 (44.1) 
そ の 他 2 (8.0) 2 ( 4  1) 1 (3.0) 5 (4. 5) 
〔患者〕
学校・ 学年種別 29凸 30~ 40~ 50~ 60~ 70オ 合 計
39オ 49オ 59オ 69オ 以上
胃 合 計
10 ， 17 21 14 2 73 (100) 
説明を受けたことがある 7 5 1 13 (17.8) 
土 説明を受けたことはない 10 ， 16 13 7 1 56 (76 7) 
の明 回答なし 1 1 2 4 (5 5)
合 計
゜゜゜
7 5 l 13 (100) 
説 わきの下に深く入れ，反対の手で支える 1 3 1 5 (38 5) 
明 10分以上はさんでおく 3 2 5 (38 5) 
の 途中で抜いて目盛をみたりしない 1 1 (7. 7) 
内 測定中は臥床する 6 4 10 (76 9) 
容 運動・入浴直後はさける 2 3 5 (38 5) 
そ の 他 1 1 (7. 7) 
合 計 10 ， 17 23 15 3 77 (100) 
測
10 分以上 1 3 5 3 8 20 (26.0) 
5 分 位 5 4 ， 15 3 2 38 (49 4) 
定 2 ~ 3 分位 3 3 1 2 9 (11 7) 
時 1 分 位
0 ( 0) 
途中で抜いて目盛を見て，又はさむ 1 1 2 1 1 6 (7. 8) 
間
そ の 他 1 1 (1  3)
























る患者という中味が，十分つかめないが ，患者側の回答からみて， 60歳代で14名中 5名 (35.7




















考えてみると，市販体温計の中には， 1分計， 3分計， 5分計という種類の体湿計が多く出
6) 
回っている。これらの体温計は，感度がよいというだけのもので，腋裔皮膚温そのものは，腋
窟を閉じて10分以上経過しないと一定の温度に達しないのであるから，それぞれ， 1 分• 3分・
5分間で体温を測定したのでは意味がない。しかし，一般社会では，マスコミによる宣伝効果
もあって， 1分計とは 1分で測定できるものと して受け止められており，我々も病室で，「こ
の体温計は何分計ですか」という質問を受けた経験がある。患者は， 1分計といえば 2, 3分
7) 
間測定し， 3分計といえば 5分間， 5分計といえば 6, 7分間測定するのが通常の心理である

































っておられる寺田惣一郎氏に ，厚く お礼を申し述べる とともに，当短大の田村稔先生に，水銀
に関してこ指導頂いたことを付記して，感謝の意を表す次第である。
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